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200万分の1地質図の新刊

日本活断層図
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･内陸における地震の予知と防災に関する基礎資料として活

断層についての資料は欠かせ恋いもので亭り活断層に対す

る関心も最近とみに高まっているようである.

･本図は高しよ部を除く日本全域についての活断層の分布を

示したものであり小縮尺ではあるか日本の活断層の発達状

況の大勢を知って戴くには便利狂図であろう.

･一この図には新第三紀及び第四紀の地層分布を主とする地質

図をべ一スとして活断層活火山カノレデラ及び基盤に発

達する主要な構造線が示されている.活断層は地震断層

(青緑)それ以外の活断層(赤線)推定活断層(赤破線)

に3区分されている.なお本図における活断層は第四

紀に活動した断層であることを作業上の定義としているが

その活動が第四紀の前期までに終息したと見られるものは

本図には示していない.

･この図の活断層はすべて公表された論文や報告書により

その内容を検討しなカミら一定の規準によって採録したもの

である.たとえば赤実線で示された活断層は原則とし

て①活断層を主題とした論文や報告書の中でその位置と

変位の向きがきちんと示されているものおよび②2種

類以上の地質図･活断層分布図･論文などでいずれも活断層

としているものに限って採録している､したがって研

究対象地域が偏っていることから活断層の分布には地域に

より多少精粗の差があることをお断りしておきたい.以上

のほか縮尺が小さいことから長さの短い(5km以下の)

断層や密に発達しているものの一部が示せ狂いなどの制約

もあるが詳しくは本図に同封の説明を参照されたい.

･ともあれ本図によって現在知られている活断層の分布や地

質構造との関係について把握して戴き地震予知･防災はも

とより地質構造研究の基礎資料としても役立てて戴くこと

を編集者は望んでいる.
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